
香港大学歯学部訪問

大学院医歯学総合研究科
(生体歯科補綴学分野) 魚 島 勝 美

新潟大学では平成20年度より、学生が海外で行

う実習や調査に対して支援を行う事業を開始しま

した。本学歯学部でも、積極的に海外を見聞し、

歯学部や大学院学生としてのみならず、人間とし

ての視野を広めて欲しいと考え、これに応募いた

しましたところ、採択していただきました。そこ

でこの支援を受けて、歯学部４年生（当時）の塩

生君、南君、大学院２年生（当時）の長澤君の３

名が、平成21年３月16日から19日まで香港大学歯

学部を訪問して参りました。塩生君、南君は同じ

く４年生の君（きみ）君と共に、平成20年度の

S CRP（S tudent C linician Research
 

Prog ram）に参加したメンバーで、長澤君には

毎年SCRP の世話役をしてもらっています。

訪問先の香港大学歯学部は香港の中心部にあっ

て、その附属病院は主に教育病院として機能して

います。つまり、歯学部附属病院を訪れる患者様

の大半は学生実習室において治療を受けると言う

ことです。ですから、日本のように学生実習にご

協力いただける患者様を確保するために苦労する

ことがなく、臨床教育面では非常に恵まれた環境

に学生達はおかれています。また、歯学部のプロ

グラムはPBL（Problem Based Learn-

ing：少人数グループでの討論による自主学習）

を軸として構成され、いわゆる全面的PBLカリ

キュラムが提供されています。イメージしにくい

かもしれませんが、歯学部教育において、１年生

入学時から卒業時まで、いわゆる受身の講義形式

で教えられることは少なく、多くの学習は学生が

自ら調べることで行われているということです。

本学歯学部でも部分的にPBLを導入しており、

その有効性は認識されているところですが、香港

大学歯学部はこれを全面的に取り入れて成功して

いる、世界でも数少ない歯学部のひとつです。香
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港は現在中国に返還されていますが、その国際性

という点ではおそらく返還前とほとんど変わらな

いのでしょう。在籍する学生の国籍は多岐に亘り、

教員の多くも欧米から招聘されているので、講義

等もすべて英語で行われています。

今回の訪問は現地滞在が４日間弱と短く、多く

のことは望めないと思っておりましたが、幸い先

方の歯学部長を始め多くのスタッフの方々が非常

に好意的にアレンジをして下さいました。その結

果、当方学生達はPBLへの直接参加、歯学部ス

タッフとの討論、歯学部学生との討論と交流、歯

学部施設見学、病院施設見学と、多くの貴重な経

験をすることができたと思っております（写真参

照）。その結果、日本の歯学教育と香港のそれとの

違い、歯学部学生の意識の違い、共通の問題点や

検討課題、それぞれに特有の課題など、多くのこ

とを感じ、考える絶好の機会になったものと思い

ます。

今までにも本紙面上で度々ご報告して参りまし

たが、我々は歯学部の学生を対象としたSCRP

（日本歯科医師会主催）に継続的に参加をしてき

ております。若い皆さんが早い段階で歯学研究に

少しでも触れること、そして日本国内のみならず

広く海外の存在を意識することが非常に重要であ

ると考えているからです。しかしながら、それで

もなお、学生にとっては海外旅行以外で訪れる海

外は遠い存在です。医歯学総合病院歯科および歯

学部では近年、ロシアや台湾からの学生を毎年受

け入れており、それら海外の歯学部学生にとって

は一定の成果があがっていると思われます。同じ

ようにこちらから海外に積極的に出て行き、その

実情を自身の目で見、直接現地学生やスタッフと

コミュニケーションを取ることは、後には得られ

ないであろう視野の広がりをもたらします。後掲

する、今回参加した３名の学生達の報告をお読み

いただければ、彼女達が感じてきたある種のカル

チャーショックをご理解いただけるものと思って

おります。私自身は今後もできるだけ多くのやる

気のある学生を海外に連れ出したいと思っており

ますが、大学をはじめとする関係各組織において

も、海外学生実習等プログラム支援事業の拡大・

継続を含めて、積極的なご支援を今後とも是非お

願いしたいと思っております。

最後に、今回の香港大学訪問は、国際交流専門

委員会の委員長である山田秋好副学長をはじめ、

多くの方々にご支援をいただいて実現したもので

す。この紙面をお借りして厚く御礼申し上げます。

どうも有り難うございました。

以下、今回の参加者３名の「香港大学歯学部を

訪問して」と題する報告です。

生体歯科補綴学分野
大学院３年生 長 澤 麻沙子

今回の香港大学訪問では、PBLへの参加、ポリ

クリ見学、病院見学を行ないました。PBLでは、

本学のように学生達がずっとおとなしく椅子に

座っている様子はなく、全体的に話し合いに活気

がある印象を受けました。入学後の早期から身に

つけてきた学習方法であるせいか、学生達は討論

そのものに慣れていて、ホワイトボードへのまと

め方も簡潔で分かりやすい印象でした。私の見学

歯学部スタッフとの討論（左より長澤、南、塩生） 香港大学歯学部長（前列左）を交えて
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したグループでは、学生の討論が停滞や脱線をし

たときに、ファシリテーターとのテンポの良い会

話で話し合いが前進していましたし、学生に考え

させる時間を多く確保する、学生の発言に対して

「何故思うのか」「もっと考えて」といった有効な

問いかけをする、といったファシリテーターの役

割が重要であると感じました。学生はある質問に

答えられないと、どうして答えられないかを考え

ることになり、必然的に学習課題と自分たちの問

題点が見えてくることになります。ファシリテー

ターのPBLに対する目的意識如何により、その

時間がどのように学生にとって効果的に消化され

るかを感じました。また具体的には、本学に比べ

てシナリオが短く、情報量がそれほど多くないこ

と、討論の最後に該当学習課題に関する情報ソー

スに関する情報提供をしっかりすることで学生の

効果的学習を促進すること、などの違いもありま

した。

PBLは自分たちにとって役立っているか、ま

た、PBLがポリクリに役立っているか、を学生達

に聞いたところ、その評価はまちまちでした。フ

ルPBLが学生にどう評価されているか、５年間

に亘る学習に対するモチベーションをどのように

継続しているのかは興味深いところです。新潟大

学の学生と比較して同じアンケート等で調べられ

たら面白いと思いました。

ポリクリ見学では臨床実習と根管治療実習を見

学しました。見学中に一番感じたことは、香港の

学生達はとにかくよく話しかけてくるということ

でした。外国人とのコミュニケーションに抵抗が

なく、その積極性や言語能力・会話能力の高さを

実感しました。香港大学では授業はほぼ英語です

し（しかし学生同士の会話は広東語）、生徒の半分

が中国以外の出身であるということも影響してい

ると思いますが、英語が話せて当然という感覚は

日本人にはあまりないものであり、それ自体が世

界の国々に対する日本の障害になっているところ

だと感じました。たとえ海外からの訪問者とのほ

んの少しの会話でも、積み重ねれば大きな情報源

です。

臨床実習は４年生が実際の患者様を治療してい

ましたが、それと並行して１年生が見学をしてい

ました。ただしそれはただの見学ではなく、４年

生やそのアシスタント、患者様にさえ積極的に質

問しないと解答を導き出せない課題を与えられた

結果であり、真剣さが感じられました。と同時に

４年生は自分のやっていることを教えなくてはな

らないため、彼らにとっても非常に学習効果が高

いと感じました。

根管治療実習で印象的だったのは、ライターと

学生とのディスカッションが常にどこかで行なわ

れていることでした。そこでもライターは学生に

考えさせるような質問を投げかけていましたし、

同時に実習を行なうために必要なことを丁寧に解

説していました。どこかで討論が始まると自然に

人が集まってくるのが特徴的で、PBLの経験が

ポリクリでも生かされていると感じました。また

実習机が横１列に並んだ本学とは違ってアイラン

ド型でした。これも討論を促進するひとつの要素

であるようでした。今回の見学を通して強く感じ

たことは、病院を含めた大学全体の学生教育に対

する積極的な姿勢と、それに伴うスタッフや設備

等の充実がなされているということでした。

今回の香港大学訪問における最も大きな成果

外来見学：予診担当スタッフと に参加して
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は、塩生さん、南さんが卒前に他大学、特に外国

の大学を見学する機会を得、それが彼女らに大き

な影響を及ぼした、ということだと思います。彼

女らはいわゆるカルチャーショックを受け、香港

の学生が同じ年とは思えない、自分たちはこのま

まではいけないというようなことを滞在中常に口

にしていました（もちろん日本の良さも同時に認

識したはずです）。このことは、大学院生である私

にも当然言えることですが、今回彼女達と共に行

動して、とくに卒前でのインパクトの大きさを感

じたのです。歯科医師を目指す学生が何を具体的

な目標に、どうあるべきかは、自分の置かれた環

境の中だけではどうしてもイメージしにくいと思

います。自分たちの置かれている環境が全てであ

ると認識してしまう危険性すらあります。今後も

希望する学生に対して、大学は積極的に彼らの頭

が柔軟な早い時期に海外に出る機会を与えること

は有益であると思いますし、そのことが以降の学

生生活を有意義なものにする可能性が非常に高い

と思います。同じ歯科医師を目指すものとして、

諸外国の学生と自分たちを比較することは大学教

育の１つの手段として、学生のモチベーションを

上げることに対して非常に有用であると思われま

した。

最後に今回このような機会を与えてくださっ

た、関係者の方々にこの場をお借りして御礼を申

し上げます。今回の経験を新潟大学のために

フィードバックしたいと思います。ありがとうご

ざいました。

歯学科５年生 塩 生 有 希

今回、私たちは３月中旬に香港大学歯学部を訪

問する機会をいただくことができました。香港は

中国の特別行政区のひとつであり、人口は約700万

人です。近年では日本と同様に高齢化・少子化が

進んでいます。香港大学歯学部は香港唯一の歯学

部で、歯科医師数は２千人程度です。このため香

港における歯科医師はとても地位や給料の高い職

業とみなされているようでした。

一方、日本には歯学部・歯科大学が29校も存在

し、歯科医師数は約10万人で、歯科医師の過剰が

問題視されています。そしてここで何より問題な

のは、技量や知識に欠ける歯科医師の存在です。

今後、歯学に関わる私たちは、こうした歯科医師

を生み出してしまう現在の歯学教育を見直し、改

善していかなければならないと思います。そこで、

今回の訪問を通して日本の歯学教育に有用だと感

じた点を中心に述べたいと思います。

今 回 の 訪 問 で は、３ 学 年 の Problem
 

Based Learning（PBL）への参加、２学年

の根管治療実習の見学、４学年の患者様に対する

治療の見学、歯学科１年生と歯科衛生士を目指す

２年生とが交流しながらの実習、病院・技工室等

の見学を行いました。

PBLとは、少人数のグループに対してある症

例が与えられ、１回目のチュートリアルで討論し

ながら問題提起がなされた後、その問題に関する

S elf-directed Learning が行われ、２回目

のチュートリアルで各自調べた情報を元に再び討

基礎実習風景
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論をするという学習方法です。我が新潟大学歯学

部では数年前から５年次に約半年間だけ取り入れ

ていますが、香港大学歯学部では１年次から卒業

する５年次まで取り入れられています。１年次に

おいては、PBLが95％を占めるほど、PBL主体

の教育方法となっています。PBLを行うにあ

たっての香港大学の工夫として、７～８週を１モ

ジュールとして、１モジュールごとにグループ再

編成を行い、担当ファシリテーターも毎回変えて

います。そうすることで、グループ間での学習効

果への影響の差をなくすとともに、メンバーを変

えることで個人の倦怠感を無くし、意欲を持たせ

る効果が期待できるようです。また、２回目の

チュートリアルの後に各グループでレポートやポ

スター、ビデオ、role-playといった形でまとめ

られたものは、web-site に up されます。これ

は学生の意欲を大きく向上させているようでし

た。また、要望があれば、１モジュール終了後に

レクチャーを行っており、このような支援体制を

提供することでさらなる学習効果が期待できると

感じました。

実習の見学では、早期からの実習開始、設備の

良さ、我が校よりも最新の器具の使用等が顕著に

見られました。特に印象的だったのは、少人数ご

とにデモが行われ、デモの最中に学生から質問が

飛び交い、先生は逆に質問をし返すことで学生に

答えを導いていたことです。この方法にはPBL

が活かされているように感じました。

また、歯学科１年生と歯科衛生士を目指す２年

生とが交流しながらの実習は我が校にはありませ

ん。こうした異なる学科が交流しながら、学生が

学生に教えるという教育方法はとても興味深く、

有効ではないかと感じました。逆に、歯科医師と

歯科衛生士は密接に関わる職業なのに、なぜこう

したものが我が校には無いのか、不思議に思いま

した。

病院見学では、施設の新しさ、学生の教育や卒

業後を考慮した工夫が感じられました。香港にお

いては香港大学歯学部が唯一の歯科医師養成機関

であるということが、歯科界全体での歯学教育の

重要性認識を背景に、大学側の教育に対する積極

的姿勢、すなわち学習環境（PBL室、講義室、外

国語の選択授業の充実、図書室、実習室、病院等）

の整備に繫がり、結果としてそれが学生の学習意

欲向上へと繫がっていると感じました。

日本では大学が多く存在するため全大学が団結

して教育を改善することは非常に困難なのかもし

れませんが、決してあきらめてはいけないと思い

ます。各大学が歯科界のあるべき姿を考えて改善

していけば明るい将来が見えてくると信じて、我

が新潟大学歯学部においても教育に力を入れる必

要があると思いました。

最後に、今回香港の学生と触れ合って、香港の

学生は、同じ学生と思えないほど、人間性が豊か

で、積極的で、国際的であることを目の当たりに

しました。この積極性や国際化には外国語（英語

や日本語など）が頻用されていることが大きく関

わっていると思います。今回改めて、外国語を学

ぶことの必要性を痛感しました。我が校でも積極

的に外国語を取り入れていくべきだと思います。

このような機会を与えていただき、どうも有難う

ございました。

歯学科５年生 南 智香子

今回、平成20年度新潟大学国際交流委員会事業

の一環として香港大学歯学部への訪問の機会をい

ただきました。３日間という短い期間ではありま

したが、多くのことを経験し学ぶことができまし

た。

私は、昨年の８月に開催されたS tudent

臨床実習室
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C linician Research Prog ramに参加し、

全国の歯学部生と交流する機会を得ました。その

交流から大学案内やインターネットといった情報

からは得ることのできない実際の大学の様子や、

自分達との相違点などを知りえることができ良い

刺激となり、同時に、さらに多くの学生と交流を

深めて視野を広げたいと思うようになりました。

また、歯学科５年次から始まるPBLによる授業

が、海外の大学ではどのように行われているのか

非常に興味があり、PBLの世界的先駆者である

香港大学を訪ね、これからの学習に役立てたいと

考えました。

香港大学での初日は、まず歯学部３年生の

PBLに参加させていただきました。私達も４年

次に数回のPBLの経験がありますが、比較する

と異なる点が多く見受けられました。学生は１年

次からPBLを行っているせいもあり、役割分

担、時間配分など学生主体でスムーズに授業は進

行されていきます。日本では学生が意見を出し合

うまでには時間がかかりますが、現地の学生にお

いてはほとんどの学生が意見を積極的に発言しま

す。そこからは、毎回のPBLにおいて最大限に

学び取ろう、無駄にしないといった態度がうかが

えました。また、学生とファシリテーターの関係

も日本とは少し異なり、学生達が効率良く学習が

進められるように、なおかつ主体はあくまで学生

であるといったあり方は私の目には新鮮にうつり

ました。私達が普段受けているような講義形式で

は、どうしても学生は受身となり、問題処理能力

を養うというよりは、多くの場合情報を付与され

るだけとなり、その情報を生かす能力に欠けてし

まいます。つまり、そのケースごとに必要な情報

を自らのストックの中から取り出す訓練がなされ

ないということです。これは臨床においては致命

的なことであり、この能力は早期から養わなけれ

ばならないものだと思います。また講義形式であ

ると、診療科ごとまた基礎科目と臨床科目といっ

た風にカテゴリーができてしまい、情報を総合的

にとらえづらくなります。一方、PBL形式である

とそういったことが少なく、全体的に物事をとら

えやすく、学習範囲を狭めることはありません。

これは、学生の基礎科目離れを抑制する効果もあ

るのではないかと感じました。しかし、一方で問

題点もあるようでした。PBLは自ら積極的に参

加して初めて学習効果があります。そのため、そ

ういったことを不得意とする学生には望ましい効

果が得られません。もちろん香港大学にはサポー

ト体制がありますが、まだまだ課題があるようで

した。

大学の計らいで学部学生との交流の機会もいた

だき、学生の立場からの意見も得ることができ多

くの刺激を受けました。PBLや授業について以

外にも、現地の大学生活の様子を聞くことができ

実状を知り、日本と香港との違いも多々ありまし

たが、同じ歯学を学ぶ学生同士の共通点もあり興

味深かったです。彼らとの交流で感じたことは、

歯学部の学生としての自覚や誇りを低学年の時か

ら持っていることでした。香港は、日本とは異な

り５年制であるため早期から臨床科目の実習が始

まります。そういったことが背景にあるのかもし

れませんが、私自身見習わなければいけない部分

が多くありました。この交流を今回だけのものと

せず、これからも親交を深めていきたいと考えて

います。

初日の午後と２日目は、学生の実習風景、Poli-

clinic や病院を見学させていただきました。学生

と教員が対話しやすいように実習室が工夫されて

いて、私たちが実習中に感じる不便さを現地では

感じることはありませんでした。実習自体も

PBLが生かされていて、教員がデモンストレー

ションを行うだけではなく、学生の質問や意見を

うまく引き出すようなものでした。また、日本と

は異なり学生実習においても教員だけでなく様々

なスタッフが実習を支え、大学そして病院全体で歯科医師歯科衛生士合同臨床実習室にて
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学生を教育するシステムが確立されているよう感

じました。病院の設備も日本と遜色ないか、それ

以上の機材もあり、また日本とは異なる診療体制

であったりと海外の歯科事情を直接知ることがで

きました。

今回の香港大学歯学部訪問は、私にとって非常

に有意義な時間でした。今回学んだことを、これ

からの学生生活や歯科医師人生に役立てていきた

いと考えています。どうも有り難うございました。 香港大学歯学部学生との交流
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